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川
崎
大
師
平
間
寺

教
化
部
教
学
課
課
員

川
崎
大
師
教
学
研
究
所
研
究
員

智
山
伝
法
院
常
勤
研
究
員

川
崎
大
師
教
学
研
究
所
研
究
員

智
山
伝
法
院
常
勤
研
究
員

川
崎
大
師
教
学
研
究
所
研
究
員

大
正
大
学
専
任
講
師

大
正
大
学
非
常
勤
講
師

高
野
山
大
学
准
教
授

川
崎
大
師
教
学
研
究
所
教
授

大
正
大
学
准
教
授

川
崎
大
師
教
学
研
究
所
所
長

大
正
大
学
名
誉
教
授



『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
規
程

第
一
条
【
総
則
】

一
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
（
以
下
、
研
究
所
と
い
う
）
は
、
研
究

成
果
を
発
表
す
る
た
め
に
『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』

（
以
下
、
『
紀
要
』
と
い
う
）
を
発
行
す
る
。

二
『
紀
要
』
は
、
原
則
と
し
て
年
一
回
、
三
月
二
十
一
日
の
発
行

と
す
る
。

第
二
条
【
投
稿
内
容
と
資
格
等
】

一
『
紀
要
』
の
掲
載
原
稿
は
、
投
稿
原
稿
と
依
頼
原
稿
か
ら
な
る
。

二
『
紀
要
』
へ
の
投
稿
原
稿
は
、「
研
究
論
文
」
及
び
「
研
究
活
動

報
告
」
（
以
下
、
投
稿
論
文
等
と
い
う
）
を
そ
の
主
た
る
内
容

と
す
る
。

三
投
稿
資
格
は
、
研
究
所
所
長
、
教
授
、
研
究
員
、
相
談
役
、
並

び
に
教
授
・
研
究
員
に
よ
る
研
究
グ
ル
ー
プ
参
加
者
に
限
る
。

但
し
、
所
長
が
投
稿
を
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

四
投
稿
論
文
等
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
ま
た
、
外
部
に
お

い
て
審
査
中
若
し
く
は
掲
載
予
定
の
論
文
等
は
、
二
重
投
稿
と

み
な
し
、
『
紀
要
』
に
お
け
る
発
表
は
認
め
な
い
。

第
三
条
【
投
稿
要
領
】

一
投
稿
論
文
等
は
、
和
文
ま
た
は
英
文
と
す
る
。
和
文
の
場
合
の

文
字
数
は
、
一
万
二
千
字
か
ら
二
万
字
ま
で
と
す
る
。
ま
た
、

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
の
場
合
は
、
三
十
枚
か
ら
五
十
枚
ま
で
と

す
る
。
英
文
の
場
合
は
、
概
ね
八
千
語
ま
で
と
す
る
。

二
投
稿
の
締
切
は
、『
紀
要
』
発
刊
前
年
の
九
月
末
日
と
す
る
。

三
引
用
添
付
す
る
図
版
が
著
作
者
若
し
く
は
所
蔵
者
の
承
認
を
必

要
と
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
執
筆
者
が
掲
載
許
可
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
そ
の
場
合
に
掛
か
る
経
費
は
、
執

筆
者
の
負
担
と
す
る
。

四
投
稿
者
は
、
研
究
者
と
し
て
の
倫
理
規
範
を
遵
守
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
四
条
【
編
集
委
員
会
と
査
読
】

一
『
紀
要
』
発
行
に
あ
た
り
、
研
究
所
に
編
集
委
員
会
を
置
く
。

二
編
集
委
員
会
は
、
編
集
委
員
長
及
び
編
集
委
員
若
干
名
に
よ
り

構
成
す
る
。
編
集
委
員
長
、
編
集
委
員
は
教
授
、
研
究
員
の
う

ち
か
ら
所
長
が
依
頼
す
る
。
ま
た
、
編
集
委
員
の
任
期
は
三
年

と
す
る
。
但
し
、
再
任
は
妨
げ
な
い
。

三
投
稿
論
文
等
は
、
編
集
委
員
会
が
原
則
と
し
て
査
読
す
る
。

四
査
読
の
結
果
に
基
づ
き
、
編
集
委
員
会
は
、
執
筆
者
に
投
稿
論

文
等
の
修
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



五
編
集
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
別
途
外
部
へ
査
読
を
依
頼

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
編
集
委
員
会
は
、
編
集
過
程
そ
の
他
全
般
に
つ
い
て
、
研
究
所

「
教
授
会
」
（
以
下
、
教
授
会
と
い
う
）
に
報
告
す
る
も
の
と
す

る
。

七
教
授
会
は
、
編
集
委
員
会
が
行
う
査
読
の
報
告
を
受
け
、
掲
載

可
否
を
決
定
し
、
「
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
会
議
」（
以
下
、
研

究
所
会
議
と
い
う
）
に
承
認
を
求
め
る
。

第
五
条
【
著
作
権
の
取
扱
】

一
掲
載
さ
れ
た
依
頼
原
稿
、
並
び
に
投
稿
論
文
等
（
以
下
、
掲
載

論
文
等
と
い
う
）
の
デ
ー
タ
利
用
権
は
、
研
究
所
に
帰
属
す
る

も
の
と
す
る
。
但
し
、
執
筆
者
が
研
究
所
の
同
意
を
得
て
、
利

用
・
公
開
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

二
掲
載
論
文
等
が
、
第
三
者
の
著
作
権
、
そ
の
他
の
権
利
及
び
利

益
を
侵
害
し
た
場
合
、
執
筆
者
は
、
こ
れ
に
掛
か
る
一
切
の
責

任
を
負
う
も
の
と
す
る
。

三
掲
載
論
文
等
は
、
研
究
所
が
電
子
フ
ァ
イ
ル
化
を
行
い
、
ウ
ェ

ブ
上
で
公
開
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
【
校
正
】

執
筆
者
に
よ
る
校
正
は
、
二
回
ま
で
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
原

稿
の
誤
字
、
脱
字
等
の
基
本
的
訂
正
を
除
き
、
加
筆
、
修
正
は

認
め
な
い
。
ま
た
、
印
刷
工
程
に
お
け
る
内
容
上
の
修
正
に
つ

い
て
も
認
め
な
い
。

第
七
条
【
原
稿
料
、
掲
載
料
等
】

投
稿
論
文
等
に
対
す
る
原
稿
料
の
支
払
い
、
掲
載
料
の
徴
収
は

原
則
と
し
て
行
わ
な
い
。

第
八
条
【
規
程
の
改
廃
】

こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
教
授
会
の
審
議
を
経
て
、
研
究
所
会
議

に
お
い
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
【
そ
の
他
】

こ
の
規
程
に
定
め
の
な
い
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
教
授
会

の
審
議
を
経
て
、
所
長
が
そ
の
対
応
を
判
断
し
、
そ
の
結
果
を

研
究
所
会
議
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則
こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。



昨
年
の
創
刊
号
に
引
き
続
き
、『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』

第
２
号
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
『
紀
要
』
に
は
、
斯
界
の
権
威
で
あ
る
福
田
所
長
に
よ

る
論
文
、
そ
し
て
中
堅
・
若
手
研
究
者
に
よ
る
論
文
を
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
若
手
研
究
者
の
中
に
は
、
普
段
川
崎

大
師
平
間
寺
で
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、
研
究
に
励
ん
で
い

る
者
も
お
り
ま
す
。

今
回
掲
載
す
る
論
文
は
、
真
言
宗
の
中
心
と
な
る
弘
法
大
師
空

海
の
教
学
研
究
、
真
言
宗
の
基
本
的
実
践
に
関
係
す
る
テ
キ
ス
ト

の
伝
承
に
関
す
る
論
考
、
真
言
密
教
を
台
密
と
の
関
係
の
中
で
と

ら
え
よ
う
と
す
る
論
考
、
伝
統
的
真
言
教
学
の
テ
キ
ス
ト
翻
刻
、

ま
た
イ
ン
ド
密
教
に
関
す
る
論
考
、
お
よ
び
校
訂
テ
キ
ス
ト
で
あ

り
ま
す
が
、
弘
法
大
師
空
海
の
教
学
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
、
広

く
仏
教
に
関
す
る
研
究
を
行
う
と
い
う
研
究
所
の
趣
旨
に
沿
っ
た

多
様
な
論
文
が
出
揃
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
仏
教
学
研
究
は
、
狭
い
分
野
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

隣
接
諸
分
野
と
の
連
携
に
お
い
て
多
く
の
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
イ
ン
ド
密
教
の
分
野
で
は
「
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
密
教
」
と
で
も
言
う
べ
き
、
シ
ヴ
ァ
教
を
始
め
と
し

た
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
と
の
比
較
を
通
し
て
、
密
教
が
他
の
諸
宗
教
と

連
動
し
て
発
展
し
て
き
た
過
程
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
後
、
本
紀
要
が
弘
法
大
師
空
海
の
教
学
研
究
を
起
点

と
し
な
が
ら
、
関
連
諸
分
野
の
知
識
を
連
携
し
、
新
た
な
る
知
見

を
提
供
す
る
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
今
後
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

（
種
村
隆
元
記
）
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